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事業者紹介

　当社は1994年創業以来、こんにゃく製造事業を
行っています。こんにゃくの品質は水質の影響を受け
やすく、富岡市西部の山に囲まれた場所にあり、綺麗
な空気と水が流れる野上川の横で、HACCP（JFS-B規
格）認証を受けた工場で生産しています。
　当社のこんにゃく製造技術は、長年、大手の下請企
業として厳しい品質要求をクリアしてきた技術力を有
しており、その技術を活用して生まれたフレーバーこ
んにゃく商品は他社が真似できない独自の配合で、味
および食感はお客様から好評をいただいています。
　近年は輸出事業にも力を入れ、事業の第2の柱に
なっています。

　創業から25年経ち、先代から世代交代が近づくに
つれ、下請企業であるがゆえの薄利であることの危機
感や、品質の良い商品を作っても製造者の顔が表に出
ないというモヤモヤ感が社内に漂っていました。更に
新型コロナウイルス感染拡大で取引先から受注量が
減少し、事業存続の危機にありました。
　このような中、こんにゃくの国内需要が縮小傾向に
あるのに対し、海外では日本食ブームや健康食への関
心が高まっており、国や県では農産加工品の輸出を推
奨しているということから、輸出事業にチャレンジす
ることとなりました。

経緯・背景

輸出事業への参画で
産官学連携の活動拡大や
社員の働きがいも創出

●当社の輸出事業が軌道に乗るまでの取組について
紹介します。
　＜2018年＞自主的にベトナムを視察し、輸出商談を
するために必要なアイテム（名刺やパンフレット）を
制作するところからスタートしました。同時期に
JETRO群馬が開所したことより輸出実践塾の1期生
として参加することで、輸出に必要なことを学びま
した。
　＜2019年＞FOODEXなどの展示会へ出展し、パッ
ケージリニューアルや、海外で商標登録を行い、エ
ストニア国へ輸出することができました。
　＜2020年＞新型コロナウイルス感染拡大に伴い展
示会が中止となりましたが、ネット販売サイト、PR
動画、英語版Webサイト作成など、輸出拡大に向け
ての準備を行いました。
　＜2021年～2022年＞コロナ禍にありオンラインに
て商談を進めるとともに、戦略商品であるフレー
バー商品のデザインリニューアルなどを行いまし
た。当社製造工場においては、2021年7月にHACCP
（JFS-B規格）認証を取得しました。
　＜2023年＞リアル商談会へ切り替わり、海外バイ
ヤーの視察受入れなどを行うことで、12アイテム、
延べ17カ国に輸出実績ができ拡大しています。

　◇商品開発
　　海外ではこんにゃくに対して低価格、寒い時期の
食材などの固定概念がないため、高級感を出すパッ
ケージ開発、ヌードル状の食べ方提案、枝豆などの
フレーバー商品を開発する工夫をして訴求してい
ます。

具体的な取組・成果

　◇商談
　　商談管理表を作成しスピーディーな商談を心掛
け、商談相手が求めていることを先回りして提案し
ています。また現地バイヤーの活動時間を考慮し
て、スムーズに交渉できるよう工夫しています。
　◇支援機関との連携
　　JETRO様にはハンズオン支援等に参加させてい
ただきました。金融機関が主催する商談会へ参加
し、取引先拡大に活用させていただいています。
ヴィーガンのイベントにも積極的に参加することで
県内企業と連携しています。地域に紹介する機会に
も恵まれ、県、JETRO、県内大学などで紹介させて
いただきました。
●人事面の取組も紹介します。
　　女性が中心の働き方として、➀子育てと仕事の両
立、➁子育て中でも実社会とつながっている、➂子
育て中の母親が先輩に子育てについて教えてもら
える環境づくりをしています。例えば、働く時間の自
由度を高く設定し、違う仕事との掛け持ちや、子供
の体調や行事で途中退席も可能とし、従業員はど
んな仕事でもできるようにしフォローしあっていま
す。また、経営者が現場に入り、同様の立場と目線
で働くことで製造現場の気持ちを把握して、運営方
法に反映しています。年１回は従業員と１対１で話
し合う機会を設け、従業員の悩みを直接聞けるよう
にし、すぐに改善できるようにしています。
　　賃金に関しては、最低賃金ベースで時給を設定す
るのではなく、当社の仕事の負担を考慮した結果、
時給を最低賃金から300円アップしました。

　販売面において国内が中心は変わりません
が、新たな市場として海外販売も進め、国内外
でシームレスにこんにゃくが流通できるように
していきます。具体的には、EU規制に対応でき
る包材への変更を検討しています。
　仕入れ、取引先、商社、行政、各支援機関と綿
密に連携し、ニーズに対応していきます。

今後の展望と求めるパートナー像

　過酷な製造現場なため従業員の健康管理を
重点的に行い、お互いを尊重して協力できる体
制づくり、働きやすい環境へ改善を続けていき
ます。また2、3年後に新工場を建てる計画があ
り、エネルギーの効率化を取り入れた工場にす
る予定です。

当社にとってのSDGsビジョン
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